
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講師の鈴木様、猪原様にお茶の摘み方
を教わりました。竜川のさわやかな風
が心地よく、美しい景色も堪能できま
した。貴重な体験をさせてくださり、
ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あいにくの雨で体育館での活動になり
ましたが、龍山の岩下様にスポーツに
おける「走」の大切さを、分かりやす
く説明、指導してくださいました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講師の高柳様は、子供たちのやる気を
上手に引き出し、優しく丁寧に指導し
てくださいます。昨年に引き続き、あ
りがとうございます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             陶芸家の 
             山口先生 
             を講師に 
             迎え、保

護者の方
も参加し、 

             陶芸教室 
を開催しました。みなさん真剣な顔で 
創作活動に取り組んでいました。有意 
義な時間をありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
みんなの息を合わせて漕ぐことで、水
面をすべるように進む感覚はとても貴
重な体験でした。オリンピック元代表
の中本様、楽漕クラブの皆様、ご指導
ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大学・中学・高校にてコーチをしてい
らっしゃる赤塚様に、基本の姿勢を培
う運動やストレッチなど多くのことを
教えていただきました。 

 
 
 
コミ・スク＝コミュニティ・スクール
の略です。「学校運営協議会」設置校の
ことで、保護者や地域の代表が委員と
して集まって、子供たちのための学校
運営や必要な支援について話し合い、
特色ある学校づくりを推進しています。 
 
 
 
 
澄み渡った青空のもと、開校 150 周年
記念運動会を開催しました。真剣に汗
をかきながら全力で競技に参加する子
供たちの姿に、声援を送ってください
ました保護者の方、地域の方々、あり
がとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域種目である「玉入れ」「スポーツリ
バーシ」「リレー」には、保護者の皆様
を始め地域の多くの皆様にご参加いた
だきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域・保護者の皆様とともに、記念イ
ベントの「バルーンリリース」と空か
らの「記念撮影」を行いました。「バル
ーンリリース」では、みなさん風船が
空高く昇って見えなくなるまで、一心
に見送っていました。 
 
 
 
 
 
 
 

コミ・スク とは？ 

4/27 茶摘み体験 

5/31 陸上教室 

6/27 泳ぎ方教室 

7/7 陶芸教室 

9/29 ボート体験教室 

11/7 ランニング教室 

5/27 開校 150 周年記念運動会 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 《熟議内容》 

１） 学校運営の基本方針について 
２） いじめの防止のための 

     基本方針について 
３） 夢育やらまいか事業に 

対する意見書について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 《熟議内容》 

１） 運動会について 
２） 学校環境について 
３） 学校の決まり 

「横山小学校の約束」について 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 《熟議内容》 

１） 学校環境（運動場の除草） 
について 

２） 学校の決まり 
「横山小学校の約束」について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4/28 第 １ 回 

来年度(令和 6 年度)に向けて 

総合的な学習、特別活動等で行事
を中心として児童を育てる方向が
軸であったので、これからは教科
の授業などや家庭学習支援なども
含めた「学習」の支援の在り方など
に視点を置く方向で考えていきた
い。 

委員の方との意見交換が出来てと
ても勉強になった。 
次年度は、これまでの経験を活か
し、地域と学校の架け橋となるた
め、CS としてより多くの方々の意
見を尊重した活動を展開していき
たい。 

地域によっては通学する子供もい
なくなり、地域と学校の関わりが
希薄になっていると感じる。今後
もこの関係が切れてしまわないよ
う維持していく必要があると思
う。(資源回収や運動会参加協力等
について) 

来年度は少し生徒数が減少してし
まう。小規模校としてどのように
学校を維持していくか、小規模校
ならではの出来る事を見つけられ
るよう委員のみなさんと熟議して
いきたい。 

6/22 第 ２ 回 10/17 第 ３ 

R6.2.6 第 ４ 回 

各委員の学校教育への理解も深ま
り、協議会の熟議にも馴染んでき
たように思う。少子高齢化が進む
地域の中で、学校や子供たちのた
めに必要なものは何か、それぞれ
の立場で何ができるのかを引き続
き来年度も熟議していきたい。 

教師の方々が個々の生徒に寄り添
った教育活動を行っているおかげ
で、子供たちにとってもよりよい
学校生活を送ることができている
と思う。来年度も学校運営の基本
方針に沿った支援ができるよう熟
議していきたい。 

今年度は学校行事やイベント、ま
た草刈りや学校の決まりなど細か
いことまで協議できたと思う。 
来年度は地域として、学校活動へ
の支援や参加を率先して行ってい
きたい。 
 

来年度は、今、地域として考えなけ
ればいけない問題を中心に、教師
の方々を含め委員の皆さんと熟議
していきたい。 
 


